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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本鉄道車輌工業会（JARI）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS E 5012 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS E 5012-1 第 1 部：紙及びフィルムコンデンサ 

JIS E 5012-2 第 2 部：アルミニウム非固体電解コンデンサ 

JIS E 5012-3 第 3 部：電気二重層キャパシタ 
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日本工業規格          JIS 
 E 5012-1：2015 
 

鉄道車両－電力用コンデンサ－ 

第 1 部：紙及びフィルムコンデンサ 

Rolling stock-Capacitors for power electronics- 

Part 1: Paper and plastic film capacitors 

 

序文 

この規格は，2010 年に第 1 版として発行された IEC 61881-1 を基とし，日本の実情に即して，対応国際

規格にはない試験の規定を追加するため，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。したがっ

て，耐電圧試験及び熱安定性試験について，種別 1 に IEC 61881-1 を，種別 2 に日本の実情に合わせた内

容を規定し，いずれかを選択できるようにした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，鉄道車両に搭載するパワーエレクトロニクス用紙及びフィルムコンデンサ（以下，コンデ

ンサという。）について規定する。 

この規格で包含するコンデンサの定格電圧は，10 000 V 以下とする。 

これらのコンデンサが使用されるシステムの動作周波数は，通常 15 kHz 以下であるが，パルス周波数は

動作周波数の 5～10 倍になることがある。 

交流コンデンサと直流コンデンサとは区別する。 

コンデンサは，ケースに収納された構造とする。 

この規格は，次の用途のコンデンサには適用できない。 

－ アルミニウム非固体電解コンデンサ（JIS E 5012-2） 

－ 電気二重層キャパシタ（JIS E 5012-3） 

－ 40～24 000 Hz の周波数で使用される誘導熱発生装置用コンデンサ（IEC 60110-1 及び IEC/TS 60110-2

参照） 

－ 電動機及び電動機と類似の機器に使用するコンデンサ（IEC 60252-1 及び IEC 60252-2 参照） 

－ 電力供給網における高調波除去に使用するコンデンサ 

－ 蛍光灯又は放電灯に使用する小形交流コンデンサ（IEC 61048 及び IEC 61049 参照） 

－ 電波障害抑制用コンデンサ（IEC 60384-14 参照） 

－ 定格電圧が，1 000 V を超える交流電力系統に使用する並列コンデンサ（IEC 60871-1 及び IEC/TS 

60871-2 参照） 

－ 定格電圧が，1 000 V 以下の交流系統用自己回復性並列電力コンデンサ（IEC 60831-1 及び IEC 60831-2

参照） 


